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	Ⅱ
	(134)理事長を補佐する理事（経営担当理事及び産学官連携・社会貢献担当理事）への民間企業出身者等の登用により、民間の経営センスを大学経営に積極的に取り入れ、財政基盤の安定強化及び外部資金等の自己収入の拡充など、全学的な経営戦略を確立する。
	経営担当理事及び産学官連携・社会貢献担当理事を中心に、外部資金等の自己収入の拡充など自律的な収支構造への転換、財産基盤の安定化に向け、引き続き全学的視点にたった経営戦略を推進する。外部資金の間接経費について全学的な観点から効率的、効果的に活用するとともに、「大阪府立大学基金」を通した寄附金の獲得強化など自己収入の増加を図る。

また、「大阪府立大学校友会」と連携して、卒業生をはじめステークホルダーとの親密な関係を築き、ホームカミングデーの実施など、大学関係者と一体となって大学運営を推進する。
	年度計画を上回って実施している。

全学的な視点にたった経営戦略を推進するため、理事長（学長）のトップマネジメントのもと引き続き外部研究資金の獲得を進め、その獲得額は21年度に引き続き高いレベルを維持でき、法人化前（平成16年度合計）に比して約116％の増加となった。さらに、22年度は、直面する全学的課題として重点戦略目標を定め政策的に予算配分し、目標実現に取り組んだ。重点戦略目標は四半期ごとに事業の進捗管理を行い、予算の組替えなど目標達成に向けて柔軟に対応した

また、卒業生（同窓会）や職員に対して基金（寄附金）協力要請を行うとともに「関西経済論」や「府大講座」を活用した募金活動を実施した。さらに、11月7日に行われたホームカミングデーにおいても基金（寄附金）協力要請を行った（23年3月末基金獲得累計件数・金額：429件105,834,374円）。「創基130年記念基金（平成23年3月設置）」と合わせると、寄附金は平成21年度に近い額を集めることができた（平成22年度寄附金額18,368,634円）。ホームカミングデーについては、白鷺祭（大学祭）に合わせ、「大阪府立大学校友会」と共催して「卒業生があの頃に帰る日」をテーマに開催し、約５万人（住所判明者）の卒業生に開催案内を送付し、約1,500人（家族等を含む）の参加を得た。このように大学関係者と一体となって大学運営を推進する体制を整備した。
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	Ⅲ
	(170)高度な学術研究及び産学官連携の推進を図るため、国や地方公共団体の競争的資金（科学研究費及び提案公募型を含む）や民間財団からの研究助成による基礎的研究資金、企業等との共同研究・受託研究による資金、企業からの奨励寄附金など各種の外部研究資金について、各教職員がその獲得に努め、また、産学官連携機構において、シーズ及びニーズの調査やＰＲ活動など獲得のための必要な支援を行う。外部研究資金の獲得額は、平成22年度において法人化前に比して30％の増加を目指す。
	各教職員が各種の外部研究資金を獲得できるよう、学内ホームページやメールなどにより、募集情報の周知を図るとともに、産学官連携機構において、学内シーズ及び企業ニーズのデータベースを運用する。また、リエゾンオフィスを通じたマッチング活動を推進するとともに、管理法人方式による受託研究にも取り組む。外部研究資金の獲得額は、法人化前に比して30％以上の増加を目指す。
	年度計画を大幅に上回って実施している。

各学部・研究科において、委員会などを設置し、共同研究、受託研究等の外部資金獲得状況の分析や外部資金増加のための情報提供などを実施するなど、外部資金の積極的な獲得に努めた。

産学官連携機構においては、学内ホームページやメールなどにより公募情報の周知を図るべく、21年度に引き続き専任者を置いて対応し、１年間で364件の周知を行った（平成20年度185件、平成21年度405件）。また、学内シーズ及び企業ニーズのデータベースを運用し、リエゾンオフィスを通じたマッチング活動を推進するとともに、管理法人として取り組んだ受託研究が9件あった。

外部研究資金の獲得額は、法人化前（平成16年度合計）と比べて約116％の増加となった。
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	Ⅳ
	(193)ホームページ、冊子、マスコミ等を通じて、以下の大学情報を広く公開・公表する。ホームページについては、適宜更新を行い、情報を管理する。

〇中期目標、中期計画

〇年度計画、財務内容、管理運営状　　　　　　　況

〇自己点検・評価結果

〇教育関連情報及び研究成果等
	ホームページ、刊行物、マスコミ等を通じて、大学情報を広く公開・公表するとともに、よりわかりやすく親しみのもてる情報発信に努める。

ホームページについては、23年度のリニューアルに向けて作業を行うとともに、広報誌「ＯＰＵ」及び各学部広報誌についても内容を精査、本学の魅力や存在感を効果的にアピールし知名度の向上に努める。
	年度計画を上回って実施している。

ホームページについて、トップページ等リニューアルを実施した。

大学情報を、地域の住民等にわかりやすく紹介し、親しみをもっていただくため、記事型広告「What’s府大」や「News Letter」を刊行し、本学の魅力や存在感向上のPRに努めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

また、イベント等を通じて、本学の存在をアピールするため、中百舌鳥キャンパスを地域に開放した花（さくら）まつりの実施や大阪府と連携し御堂筋Kappoで本学ブースを展開した。

平成22年度トップページページビュー数：2,306,476　(平成21年度：1,918,994　20.2％増)

トップページの直帰率：32.07％（H22.1）→5.70％（H23.1 ※リニューアル後）

全国大学サイト・ユーザビリティ調査2010/2011：公立大学１位（2009/2010：公立大学１位）

「What’s府大」刊行：H22年度　4回（H21年度　2回）

「News　Letter」刊行：H22年度　2回（H21年度　2回）
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